
｜
」

r

, 'ロ
一＝＝

テ
ィ
ー
ズ
の
バ
ケ
ッ
ト
シ
ー
ト
と
い
え
ば
、

「
Ｂ
Ｒ
ｌ
Ｄ
Ｅ
」
の
ロ
ゴ
が
並
ん
だ
グ
レ
ー
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
が
す

ぐ
に
連
想
さ
れ
る
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
グ

レ
ー
レ
イ
ン
ボ
Ｉ
ロ
ゴ
５
０
５
」
は
ブ
リ
ッ

ド
の
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

で
、
ブ
リ
ッ
ド
シ
Ｉ
卜
の
最
高
峰
を
意
味
す

る
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
で
も
あ
る
ん
だ
。
ご
存
じ

の
と
お
り
規
制
緩
和
で
フ
ル
バ
ケ
も
ス
ト
リ

ー
ト
堂
々
Ｏ
Ｋ
と
な
っ
て
以
来
、
フ
ル
バ
ケ

に
も
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ゴ
モ
デ
ル
の
登
場
を
要

望
す
る
声
が
増
え
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は

５
０
０
脚
の
限
定
と
い
う
形
だ
け
ど
、
こ
の

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
「
ジ
ー
タ
特
別
限
定
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
が
発
売
さ
れ
た
。

こ
の
ジ
ー
タ
は
ブ
リ
ッ
ド
の
フ
ル
バ
ケ
の

霧
極
の
ブ
リ
ッ
ド
。
フ
ル
バ
ケ

ジ
ー
タ
限
定
爪
Ｉ
ジ
ヨ
ズ
即
ゲ
ツ
ト
だ

｜

｜
中
で
は
、
ま
さ
に
定
番
的
な
存
在
。
完
成
さ

れ
た
フ
ォ
ル
ム
は
ど
ん
な
ク
ル
マ
や
体
型
に

も
マ
ッ
チ
す
る
万
能
モ
デ
ル
だ
。
ま
た
、
構

造
や
素
材
で
４
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

最
高
峰
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
は
単
体
重
量
な
ん
と

３
．
８
吃
を
マ
ー
ク
す
る
。
今
回
は
ジ
ー
タ

の
フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
価
格
７
万
３
０
０
０
円
、
Ｆ
Ｒ

Ｐ
セ
ミ
モ
ノ
コ
ッ
ク
の
タ
イ
プ
Ｚ
・
価
格
８

万
３
０
０
０
円
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
タ
イ
プ

Ｒ
・
価
格
ｎ
万
５
０
０
０
円
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
セ

ミ
モ
ノ
コ
ッ
ク
の
タ
イ
プ
Ｒ
Ｚ
・
価
格
廻
万

５
０
０
０
円
）
に
こ
の
シ
ー
ト
生
地
を
採
用

し
て
い
る
。
も
う
ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ
状
態

だ
が
、
急
げ
ば
間
に
合
う
ぞ
／
・
■
テ
ィ
ー

ズ
㈱
ａ
０
５
２
Ｉ
８
８
２
Ｉ
２
７
４
１

’

&

ハ
セ
ミ
ス
ポ
ー
ッ
・
エ
ア
ロ
エ
ク
イ

ッ
プ
メ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
に
、
２
月
に
マ

イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
て
コ
ワ
イ
顔
に

な
っ
た
Ｒ
調
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｔ
Ｓ
／

Ｇ
丁
夛
孝
寺
話

Ｒ
鯛
エ
ア
ロ
が
発
売

本
格
的
ア
好
Ｉ
リ
カ
ン
な
ド
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
選
手
権

圖
Ｅ
Ｒ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
の
ラ
ウ
ン
ド
２
が
８
月
仙
台
で
開
催

ウッヒョーなR33GTSの顔をレーシーに引き締めますも

２
ド
ア
用
の
フ
ロ
ン
ト
ハ
ー
フ
ス
ポ
イ

ラ
ー
が
追
加
さ
れ
た
。

同
社
が
Ｇ
Ｔ
選
手
権
で
走
ら
せ
て
い

る
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ
の
フ
ロ
ン
ト
ス
ポ
イ
ラ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
ス
ト
リ
ー
ト
用
に
ア
レ
ン

ジ
し
、
ち
ょ
っ
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
サ

イ
バ
ー
な
感
じ
の
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
顔
に
ス
ッ

キ
リ
と
違
和
感
な
く
レ
ー
シ
ン
グ
イ
メ

ー
ジ
を
植
え
つ
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

空
力
効
果
も
十
分
に
考
慮
し
て
設
計
さ

れ
て
お
り
、
高
速
安
定
性
の
向
上
も
図

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
さ
す
が
ハ
セ
ミ

ス
ボ
ー
ッ
の
エ
ア
ロ
だ
け
の
こ
と
は
あ

る
。
装
着
は
ボ
ル
ト
オ
ン
で
Ｏ
Ｋ
。
価

格
４
万
６
０
０
０
円
（
白
ゲ
ル
コ
ー
ト

仕
上
げ
）
。

■
ハ
セ
ミ
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ａ
Ｏ
４

６
２
１
師
１
３
８
０
１

●

こ－んなバケモンみたいなマシンがトンでもないタイムを頭い合う。

ちょっとシャレの効

いたマシンカ雲す

るの*､而白し貼

ン
卜
情
報
。
来
る
８
月
４
日
（
日
）
、
仙
台
ハ

イ
ラ
ン
ド
で
ビ
ッ
グ
エ
ン
ド
レ
ー
シ
ン
グ
ク

ラ
ブ
（
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が
主
催
す
る
本
格
的
ド

■
鯛
詳
鶏
繼

れ
る
ぞ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

最
近
サ
ー
キ
ッ
ト
ゼ
ロ
ョ
ン
を
観
に
い
く

人
、
結
構
多
い
ん
だ
っ
て
ね
。
そ
こ
で
イ
ベ

ン
ト
情
報
。
来
る
８
月
４
日
（
日
）
、
仙
台
ハ

■

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ｉ

，
１
１
１
Ⅲ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ⅱ
１
１
■
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｔ
Ｒ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
ト
ラ
イ
ア
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
Ｒ
調
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
Ｇ
Ｔ
Ｉ
Ｒ
用
の
フ
ル
エ
ア
ロ
キ
ッ

ト
が
発
売
さ
れ
た
。
迫
力
あ
る
フ
ロ
ン

ト
マ
ス
ク
か
ら
流
れ
る
サ
イ
ド
ス
テ
ッ

プ
↓
リ
ア
バ
ン
バ
ー
ス
ボ
イ
ラ
ー
へ
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
襲
い
か
か
る
獣
の
よ
う

な
威
圧
感
を
持
つ
、
い
か
に
も
ト
ラ
イ

ア
ル
ら
し
い
ス
ゴ
味
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

だ
。
も
ち
ろ
ん
ト
ラ
イ
フ
ォ
ー
ス
ゼ
ル

ダ
ホ
イ
ー
ル
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
ベ
ス

ト
。
ま
た
可
変
タ
イ
プ
の
リ
ア
ス
ポ
も

開
発
中
で
、
こ
ち
ら
は
リ
ク
エ
ス
ト
次

第
で
商
品
化
を
進
め
る
と
い
う
。
価
格

は
フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
ス
ポ
イ
ラ
ー
が

１
万
５
０
０
０
円
、
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ

８
万
５
０
０
０
円
、
リ
ア
バ
ン
パ
ー
ス

こ
り
や
ワ
ル
そ
Ｉ
な
エ
ア
ロ
”

や
靭
ば
ト
ラ
イ
ア
ル
つ
す
か

は
年
３
回
行
わ
れ
る
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
ド
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
選

手
権
の
第
２
戦
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
ト
ッ
プ

ア
ル
コ
ー
ル
フ
ァ
ニ
ー
カ

ー
や
プ
ロ
ス
ト
ッ
ク
カ
ー
、

ガ
ス
ド
ラ
ッ
グ
ス
タ
ー
な

ど
本
場
ア
メ
リ
カ
顔
負
け

の
モ
ン
ス
タ
ー
マ
シ
ン
が

集
ま
る
ビ
ッ
グ
な
も
の
。
２
輪
の
ク
ラ
ス
も

あ
っ
た
り
し
て
、
１
日
じ
ゅ
う
ゼ
ロ
ョ
ン
三

昧
で
き
る
の
だ
。

チ
ケ
ッ
ト
は
全
国
の
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
お

一

よ
び
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
で
手
配
で
き
、
宮
城

と
山
形
で
は
コ
ン
ビ
ニ
の
サ
ン
ク
ス
で
も
手

う
ぞ
（
Ｐ
２
０
４
～
２
０
５
）
。
ぜ
ひ
渉

行
っ
て
み
よ
う
。

■
ビ
ッ
グ
エ
ン
ド
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

局
丑
０
４
６
２
１
妬
‐
７
７
０
７

轤
乳
恥
ら
拠
魂
醗
潔
り
で
入
潮
料
偉

４
５
０
０
門
一
詞
蕎
画
き
０
，
個
偶
磐
墜

諏
僻
ツ
タ
パ
ス
ー
紅
０
圃
倒
で
ピ
ッ
ト

バラでなくトータルコーディネイトしたくなるフルエアロだね。
ボ
イ
ラ
ー
９
万
円
。

■
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
壷
０
７

２
２
１
別
１
９
７
７
７

旧一玲
一
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す
る
と
、
そ
の
店
員
が
寄
っ
て
来
て

「
レ
カ
ロ
が
入
っ
て
な
い
、
シ
ョ
ッ
ク

が
入
っ
て
な
い
Ｌ
な
ど
と
言
っ
て
「
さ

っ
き
来
た
お
客
さ
ん
は
、
レ
カ
ロ
を
２

脚
買
っ
て
く
れ
た
。
思
い
っ
き
り
が
あ

る
な
Ｉ
Ｌ
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ボ

ク
は
司
今
は
イ
ジ
リ
た
く
て
も
、
お
金

が
な
い
の
で
無
理
で
す
Ｌ
と
い
う
と
「
□

Ｉ
ン
が
あ
る
Ｌ
と
言
い
、
頼
み
も
し
な

い
ロ
ー
ン
の
用
紙
を
も
っ
て
き
て
、
勝

手
に
記
入
し
始
め
ま
し
た
．

ボ
ク
が
、
□
ｌ
ン
を
す
る
気
が
な
い
Ｌ

と
言
う
と
「
来
週
ま
で
、
返
事
を
待
っ

て
や
る
。
こ
れ
は
男
と
男
の
約
束
や
Ｌ

な
ど
と
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

言
っ
て
ま
し
た
。
結
局
、
肝
心
の
ボ
ク

の
ク
ル
マ
は
見
て
も
も
ら
え
ず
、
雑
誌

押
し
売
り
シ

モ
ノ
申
す
７
．

先
日
、
某
雑
誌
の
カ
ー
コ
ン
テ
ス

が
大
阪
府
の
有
名
シ
ョ
ッ
プ
で
行
わ

る
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、
ボ

は
早
速
証
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
「

加
希
望
者
が
多
い
の
で
、
今
日
中
に

に
来
て
く
だ
さ
い
Ｌ
と
の
返
事
が
あ

ボ
ク
は
、
仕
事
を
午
後
か
ら
休
み
、

の
シ
ョ
ッ
プ
に
出
か
け
ま
し
た
。

高
速
道
路
を
何
本
か
乗
り
継
ぎ
、

つ
と
シ
ョ
ッ
プ
へ
着
き
『
カ
ー
コ
ン

ス
ト
の
こ
と
で
、
先
ほ
ど
念
し
た
も

で
す
け
れ
ど
」
と
い
う
と
、
店
員
が
「

り
あ
え
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
仕

変
更
箇
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
Ｌ

の
こ
と
で
し
た
。
ボ
ク
は
、
初
め
て

誌
に
自
分
の
ク
ル
マ
が
載
る
か
も
し

な
い
と
思
い
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
て
ま
し
た
。

に
も
職
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

は
っ
き
り
言
っ
て
、
カ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
は
客
寄
せ
に
す
ぎ
ず
、
バ
ー
ツ
を
売

る
こ
と
が
こ
の
店
の
目
的
と
し
か
思
え

ま
せ
ん
。
誰
で
も
、
走
り
屋
を
名
乗
る

者
な
ら
ば
〃
レ
カ
ロ
″
は
、
確
か
に
欲

し
い
バ
ー
ツ
で
す
。
で
も
、
買
い
た
く

て
も
買
え
な
い
と
き
は
、
誰
に
で
も
あ

る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
、
ボ
ク
達
の
気

持
ち
も
わ
か
ら
な
い
シ
ョ
ッ
プ
は
、
店

を
開
く
資
格
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

●
京
都
府
京
都
市
池
谷
セ
ン
パ
イ

☆
う
’
ん
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
ナ
・
・
・
…
。

力
ｌ
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
る
と
、
や
っ
ぱ

り
、
そ
れ
な
り
の
ク
ル
マ
が
た
く
さ
ん

来
る
し
「
入
賞
す
る
に
は
、
最
低
○
○

ぐ
ら
い
が
必
要
」
と
ふ
ん
で
、
店
側
も

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
客
さ
ん
が
迷
っ
て
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、

多
少
は
強
引
に
押
す
の
も
営
業
手
段
の

ひ
と
つ
な
の
か
な
あ
？

し
か
～
し
、
口
Ｉ
ン
用
紙
ま
で
持
ち

出
し
て
パ
ー
ツ
を
売
り
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
た
だ
の
商

売
に
走
っ
て
い
る
の
か
も
ね
。
あ
げ
く

の
果
て
に
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
さ

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
み
た
い
だ
し
。

で
も
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
事
な
の

は
、
ぁ
葱
た
自
身
が
八
ツ
キ
リ
Ｎ
・
●

’

９
月
号
Ａ
Ｅ
船

シ
ル
ビ
ア
さ
ん
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
走
り
屋
の
情
報

が
皆
無
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
海
外
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ

数
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
最

近
は
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
開
い
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、
三
ｇ
奎
乏
乏
三

『
○
つ
①
の
①
の
・
○
コ
」
ロ
ヘ
ヨ
の
ヨ
ロ
の
之

３
三
コ
異
里
で
す
。

も
ち
ろ
ん
〃
走
り
″
が
メ
イ
ン
の
ぺ

ｌ
ジ
で
す
。
カ
ー
バ
イ
パ
イ
の
コ
ー
ナ

ー
な
ん
か
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．
他

の
走
り
屋
さ
ん
の
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
の
リ
ン
ク

も
豊
富
に
あ
り
ま
す
よ
。

●
東
京
都
板
橋
区
谷
中
志
織

☆
ナ
イ
ス
な
情
報
あ
り
が
と
１
．
９
月

号
に
も
ひ
と
つ
紹
介
し
た
け
ど
、
走
り

屋
が
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
っ

て
、
そ
れ
な
り
に
あ
る
み
た
い
だ
ね
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
っ
て
る
走
り
屋

諸
君
、
早
速
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
ノ

も
う
２
度
と
行
か
な
き
ゃ
い
い
ん
だ
し

さ
◎
楽
し
い
シ
ョ
ッ
プ
は
た
く
さ
ん
あ

る
し
、
そ
ん
な
に
怒
ら
な
い
で
お
く
ん

な
さ
い
ま
し
ね
ノ

’
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9月号KAZUちゃんの
彼女さんへ 一且

たら、彼氏に聞くといいでしょう。
、､ 〆

ひとつひとつ覚えていったらいいと
～

思いますよ｡ 、

そのうち『あのクルマはこうずれ
ばカツコイイのに｣rこのタル豆はこ
うすれば……｣と思うようになりま
す。こうなれば、もう後には戻れな

い°どっぷりクルマの世界にはまつ
L

ていることでしょう(ボクはそうや、

?で壱の世界から抜け出せなく在っ／

てしまつ準)。 、
以上、ボクの体験談を書きまUた

が季よかったら参考にUでください。
●三重県四日･市市 SUPERMR2

n｡KAZUちゃんの彼女さんには彼

がついてるでね一か｡'クルマのこと
を知りたいなら､-彼も窪んでくれる

ってもんだも素直に「教えて」って

もっとクル更に近づいて、がんばっ

てください。 －

●福岡県大野城市尻ブリやりちゃ
んq その]＝ 』

わたしも最初は．
アナタと同じ気持ちでした

その日から、彼はわたしに少しず

つクルマのことを教えてくれるよう

になりました｡わたしもそれがられ
しくて、どんどん覚えていきました。
彼はGSで鋤いでいたので､一.矛イル
交換やタイヤ交換なんかも教えてお
らい、自分でちゃ戯とできるように
もなりました。
クルマに詳しくなるには、まず見『

て、聞いて、じつさいに触れるのが

いちばんわかりやすくて、楽し‘＜鑓

えも早いと思います｡,わたしも疲近、
念願のシルビアを愛いまじた。自分

のクルマを持って初めて、彼の「女

よりクルマ」っていう行動も理解で

きたような気がします。クルマのた

めなら、どんなキツイ仕事もへっち

ゃら／朝が辛くても、気の合司中

間とクルマの話で盛り上がれI韓褒

る時間ももったいない人転けどそ

れは、い室ばん近くにわかってくれ
る彼がいるからなんです。お互し》が、
お互いのよき理解者でいられたら最

高ですよね。

KAZUちゃんの彼女さAJなら、

絶対大丈宝奮す｡ダルマのこと知り
たいっさ気持ちがあるから。もつと

そ⑳目

まずｸﾙﾏ衝車種名色
覚えるところから
始防ては？ ～

わたしの彼も走り屋なので、彼女

よりクルマが第一なのかな＝、なん

て考えてしまう気持ち､裁つごくわ
かります。

今の彼と付き合い始めたのは2年

前。それまで、わたしは走り屋にな

んて全然興味なかったしもクルマの

ことも何も知り‘ませんでした。ただ、

スポーツカーってカツコイイよれ、

っていうだけで｡だから､彼が走り!

屋仲間と楽しそうに話したり、お腹

かかえて大爆笑しているときも、わ

たしひとりだけ話に入れず、とって

も寂しい思いをしてました。

そんなある日、いつものように彼

がわたしを家まで迎えにきて、峠へ

向かう途中のことでした。彼のグル

マの変化に気づいて、彼にrなにか

プシユーツと音がしてる一」と奮っ

たんです｡すると彼は大喜び／「お
前もダルマのこと少しはわかるんや

な一Jって。その日は初めてブロー

オフを付けた日だったそうです。

ボクも初めはクルマのことが全然
1ー

わからなくて、Z32ですら知らなか
三 一．三

づたくらい。rお前はZ毛知らんの

か／｣‘と言われるほどだった"でず
‘ 二

が、教習所に通うようになゴてから、

少しずつクルマに興味を持つように
L －

なりました。
ー言

そこで、まずボクがしたことはク

ルマの名前を覚えることでした。ク
ルマの本を見ることはもちんですが、

ダルマに乗ってると差もすれ違うク
ーT一画

ルマを観察して「あれがスカイライ

ンで、あれがRX-7なんだ…J(あん

まり見てると、アジナイ？‘）という
ふうに覚えま'した｡ ・

そうしていると、普通(ソーマル）

ではないクルマにすれ違うこともあ
ると思います｡｢なんてあのクルマは
違曇んだ？」ど疑問を持ったら《本
を読んでみたり､友八に闘いをみた

り｡終り蓋んの罐判翰
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